
船舶事故調査報告書 

 
                              平成２２年１１月２５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 不明（平成２１年１２月２３日 ０９時００分ごろ発見） 

発生場所 宮崎県延岡市北浦港東北東方沖 

北浦港宮之浦東防波堤灯台から真方位０７７°１８.３km付近 

（概位 北緯３２°４４.０′ 東経１３２°０１.６′） 

事故調査の経過 

 

 

 平成２２年３月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか1人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 龍王
りゅうおう

丸、１９トン 

ＭＺ２－１００７４（漁船登録番号）、有限会社龍王丸 

１７.７０ｍ（Lr）×３.９２ｍ×１.５４ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数１８０、昭和５８年７月５日 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ４９歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免 許 登 録 日 平成１１年６月１２日 

 免許証交付日 平成２１年６月１０日 

（平成２６年８月５日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 機関室船首側内壁及び電気配線が焼損 

事故の経過  本船は、船長ほか甲板員２人が乗り組み、北浦港東北東方沖を同港に

向けて帰航中、平成２１年１２月２３日０９時００分ごろ、突然、主機

の回転数が低下したため、船長が機関室を確認したところ、機関室から

多量の煙が上がり、火災が発生していた。 

 本船は、乗組員及び僚船による消火活動で鎮火し、僚船に横抱きされ

て帰港した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ３、視程 約１.５km 

海象：穏やか 

その他の事項  機関室は、左舷船首側付近が最も激しく焼損していた。 

主機、補機及びバッテリー等は、焼損していなかった。 

機関室左舷船首側付近の床下に配された船内電源用発電機の出力側

配線が焼損しており、同配線に３ヶ所の短絡痕が認められた。 

 船内電源用発電機の出力側配線は、操舵室内の主配電盤に導かれてい

た。 

 本船は、出火後、主配電盤の元ブレーカーが遮断した。 

 本船は、昭和５８年７月５日に進水し、船舶所有者が約１２～１３年

前に中古購入したが、購入後、機関室内の配線について不良箇所の有無
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 の点検が行われていなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、北浦港東北東方沖を同港に向けて帰

航中、機関室左舷船首側付近の床下に配された

電気配線が短絡したため、発生した火花によっ

て被覆材が着火して出火した可能性があると考

えられる。 

電気配線は、漏電によるジュール熱で被覆材

が溶融して短絡した可能性があると考えられ

る。 

 本船は、定期的に電気配線の点検が行われて

いれば、本事故の発生を回避することができた

可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が北浦港東北東方沖を同港に向けて帰航中、機関室左

舷船首側付近の床下に配された電気配線が短絡したため、発生した火花

によって被覆材が着火して出火したことにより発生した可能性がある

と考えられる。 

 




